
1 

 

【令和６年度評価】中項目ごとの検証・確認における論点整理等 

 
自己評価の区分 判断の目安 

Ⅳ 年度計画を上回っている 計画の実施状況が１００％超 

Ⅲ 概ね年度計画どおり実施している 計画の実施状況が９０％超１００％以下 

Ⅱ 年度計画を下回っている 計画の実施状況が６０％超９０％以下 

Ⅰ 年度計画を大幅に下回っている 計画の実施状況が６０％以下 

 

地方独立行政法人岐阜県立下呂温泉病院 

項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

01 １ 医療機器の計画的な更新・整備 

この地域で提供可能な急性期医療を推進する

ため、中期目標の期間における更新及び整備計画

を策定し、医療機器の計画的な更新・整備を進め

る。 

医療機器の整備及び更新に当たっては、稼働率

や収支の予測を十分に行った上で進めるととも

に、リース等を含めた最適な導入形態を検討す

る。 

また、これらの医療機器の持つ能力を十分引き

出せるような技術の取得及びレベルアップがで

きるような体制を整備する。測定機器の校正など

精度管理を徹底する。 

 

２ 医師、看護師、薬剤師等の医療従事者の確保 

より質の高い医療を安定的に提供するため、医

師、看護師、薬剤師等医療従事者の確保、定着を

図る。 

ア 医師の勤務条件を緩和するため医師確保と医

師定着化の取組として、次の事項を実施する。 

・下呂温泉病院勤務医師、岐阜大学医学部附属地

１ 医療機器の計画的な更新・整備 

· 高額な医療機器については、補助金等の活用を図ることを更新・整備の条

件としている。 

· 令和６年度は、へき地医療拠点病院設備整備費補助金を活用し、デジタルX

線TVシステムを更新し、また、重症難病拠点・協力病院設備整備事業補助

金を活用してオペ室用ベットサイドモニターを更新し、診療機能の向上を

図った。 

   

  更新･整備を実施した医療機器の稼働件数    単位：件  

項目／年度 
整備 

年度 
R4 R5 R6 

内視鏡ビデオシステム

(上部) 
H25 1,209 1,177 1,411 

X-TV透視診断装置 H25 310 289 325 

MRI（超伝導磁気共鳴画

像診断装置 1.5T) 
H25 1706 1,741 - 

手術用顕微鏡システム H28 5 4 4 

内視鏡ビデオシステム

（下部） 
H29 519 561 580 

ガンマカメラ H30 137 170 160 

全身用X線CT装置 R2 647 3,476 5,494 

回診用X線撮影装置 R3 496 508 410 

血管撮影装置 R3 64 54 39 

Ⅲ  依然として医師の確保に問題がある

と思います。 

人口減少地域において、従前と同様

の診療科を持つ診療体制では必要と

される効率の良い医療の実施は不可

能だと思います。思い切って選択と

集中をすべきだと思います。 

資料②―１（下） 
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項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

域医療医学センター医師等が地域の教育研究

を実践する場として設置している地域医療研

究研修センターにおいて、地域医療を志す医師

の養成 

・定年を迎えた医師のうち、質の高い医療の提供

に寄与すると認められる者の定年延長及び再

雇用 

・医師募集エージェントへの登録及びエントリ

ーによる面接 

・医療ニーズに柔軟かつ迅速に対応できる非常

勤医師の確保及び診療体制維持 

・医師の業務負担の軽減を図るため、医師事務作

業補助者の適正な配置 

・地元出身者や地元関係者への働きかけ 

 

イ 看護師負担の軽減のため、パートナーシップ・

ナーシング・システム（ＰＮＳ）の 

定着、プラチナナースの活用及び看護補助者の

適正配置など適切な支援体制の充実を図りつつ

適正な病棟編成等を検討する。 

また、看護体制維持に必要な看護師数の確保を

図るため、ワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ）

の推進、再就職支援者研修及び職場体験実習など

に取り組む。 

 

ウ 薬剤師確保の取組として、次の事項を実施す

る。 

・薬学部のある大学教員や薬学生との交流や行

事などへの参加の推進 

・地元出身者及び地元関係者への働きかけ 

・病院ホームページや地域情報誌などを通じた

情報発信 

MRI（超伝導磁気共鳴画

像診断装置 1.5T) 
R5 － 0 1,984 

X-TV透視診断装置 R6 － － 659 

※H26、27、R１及びR４年度は高額医療機器の整備実績なし 

※MRI（R５年度整備）はR６年４月からの稼働のため、R５年度は実績なし 

 

２ 医師、看護師、薬剤師等の医療従事者の確保 

○ 医師の確保 

· 前年度に引き続き臨床研修医２人を確保することができた。 

· 内科で２人を確保することができた。 

· 医師募集エージェントへの登録（インターネット等の活用）は、前年度に

引き続き、募集情報を登録。（８社） 

· 常勤医不在の診療科（脳神経外科、皮膚科、耳鼻咽喉科、眼科）及び常勤

医不足の診療科については、岐阜大学病院・岐阜県総合医療センター等か

らの支援医師（非常勤）により、診療体制を確保し、地域の県民ニーズに

対応した医療の推進を図った。    

  

  診療依頼延べ件数          単位：件 

R4 R5 R6 

1,497 1,548 1,527 

 

○ 看護師負担の軽減と看護体制維持に必要な看護師数の確保 

· 看護部において、ワークライフバランス（WLB）推進を継続した。年次有

給休暇の取得促進を図った結果、中途退職者および休業・休職者の増加に

より職員数は減少したものの、計画的な取得を推進したことにより、令和

6年度の全看護職員の平均取得日数は8.9日となり、前年度（7.9日）を

上回った。 

· 看護の質の向上と時間外勤務の短縮を目的として、引き続き「PNS（パー

トナーシップ・ナーシング・システム）」看護体制を実施した。 

· PNS看護体制の補完機能を活用し、院内の部署間で相互支援を行う取組み

を進めることで、職員数の減少を補った。また、プラチナナースをそれぞ

れの経験を活かせる部署に配置した。 

· ４月及び３月に病床の再編成を行い、入院基本料に応じた人員配置への見

直しを実施したが、看護職員の減少により、十分な余裕を感じられるまで
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項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

・薬剤業務補助者の活用による薬剤師の負担軽

減及び病棟業務やチーム医療への業務展開の

維持・推進 

・薬剤師募集エージェントへの登録、薬剤師会等

が企画する就職フェアへの参加。 

 

９ 医療事故防止等医療安全対策の充実 

 インシデント・アクシデントに関する情報収集

及び的確な原因分析に基づく改善策を立案し、必

要な情報を関連部署に迅速に提供する。 

改善策の遵守状況の確認や、対策実施後の評価

等を定期的に討議し、医療事故の再発防止を図

る。医療安全における医療機関の連携により、自

施設の医療安全管理体制の評価、医療安全の均て

ん化、地域の医療安全推進を図る。 

全職員が患者の安全を最優先して万全な対応

が行えるように、医療の専門的知識や安全確保に

必要な技術、責務と倫理、コミュニケーション能

力の向上など、安全管理に関する研修を行う。 

・全職員対象医療安全研修（年２回）、新人教育、

薬剤学習会、医療放射線安全管理研修、医療機

器学習会、検査学習会、医療ガス安全講習会 

 

10 院内感染防止対策の充実 

 感染対策チーム（ＩＣＴ）及び抗菌薬適正使用

支援チーム（ＡＳＴ）の活動を充実させ、医療関

連感染と職業感染の低減を図るため、以下の取組

を実施する。 

・職員への啓発と体制整備による手指衛生行動

の向上 

・職員教育と対策実施状況の点検による標準予

防策と感染経路別予防策の強化 

の改善には至らなかった。 

· WLB推進事業委員会を中心に「育児懇談会」を開催し、育児休業明けの看

護師の不安軽減を図った。 

· 法人化のメリットである弾力的な職員採用体制で、看護体制の維持に必要

な看護師・看護補助者等の確保を継続した。 

· 再就職支援者研修を２回計画したが、応募者がなかったため実施しなかっ

た。 

· 看護学生を対象としたインターンシップを開催し、５人の参加があった。

ふれあい看護体験や中学生の職場体験の受入れに加え、地域イベントにも

積極的に参加し、知名度向上に向けた活動を行った。 

 

  看護師等に係る採用活動の実績         単位：人 

項目／年度 R4 R5 R6 

常

勤 

看護師 5 2 4 

助産師 0 0 0 

保健師 0 1 0 

非

常

勤 

(専門業務) 看護師 1 0 3 

(業務補助) 看護師 0 0 0 

(専門業務) 看護補助者 1 0 1 

(業務補助) 看護補助者 0 0 0 

 ※各年度４月１日採用者は、前年度の採用状況に含む。 

 

○ コメディカル等の医療従事者の確保 

· より質の高い医療の提供に必要なコメディカル、医師事務作業補助者の確

保に取り組んでいる。薬剤師の確保については、随時募集の実施や大学へ

のPRを行っているが、欠員（１人）が充足できない状態が続いている。

今後も引き続き薬剤師の確保に取り組む。（●） 

 

  コメディカル（常勤）採用活動の実績   単位：人 

項目／年度 R4 R5 R6 

薬剤師 0 0 0 

臨床検査技師 0 0 0 

臨床工学技士 0 0 0 
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項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

・針刺し等血液曝露予防の啓発と、職員ワクチン

接種プログラムによる職業感染防止の推進 

・抗菌薬適正使用支援チーム（ＡＳＴ）活動によ

る抗菌薬適正使用の推進 

・新興・再興感染症及び流行感染症に関する情報

発信 

・新興・再興感染症対応策（入院受入れ・外来診

療）の立案 

・職員及び来院者への手指衛生行動推進による

感染防止の継続 

・職員に対する体調管理の継続、感染症リスク回

避の啓発 

また、アウトブレイクや重大な院内感染事例が

発生した場合には、状況把握と疫学調査により対

応し、感染拡大・再発防止策を講じるとともに、

県民への適正な情報提供に努める。 

診療放射線技師 0 1 0 

理学療法士 2 2 1 

作業療法士 1 0 1 

言語聴覚士 0 0 1 

管理栄養士 0 0 0 

社会福祉士 0 1 0 

※各年度４月１日採用者は、前年度の採用状況に含む。 

 

  医師事務作業補助者採用活動の実績        単位：人 

項目／年度 R4 R5 R6 

医師事務作業補助者  1  0 0 

※各年度４月１日採用者は、前年度の採用状況に含む。 

 

９ 医療事故防止等医療安全対策の充実 

· インシデント報告様式（MyWeb）を利用し、毎月のインシデント・アクシ

デントのまとめと、インシデントレベル3a及び3b以上（事故報告書）に

ついて各会議にて分析・検討し、対策立案を行った。また、分析結果及び

改善方策について、「医療安全対策室たより」を14回発行し、情報の共

有化を図った。 

· 医療安全対策地域連携加算１の算定に伴い、平成30年度から病院間で連

携し、相互チェックを行っている。前年度に引き続き、新型コロナウイル

ス感染対策のため、病院訪問でのチェックは中止した。１月に自己評価を

行い、３月18日開催のWeb会議で確認した。 

· 令和６年度のアクシデントは12件で、前年度と比較して入院延べ人数に

対する発生率は低下した。 

· アクシデント事例はすべてRCA分析を実施、事例の発生要因を共有した。

インシデント報告は集計・分析し、同意書の改訂や、治療に伴う看護師の

観察基準や手順の改訂を行った。改訂内容は「医療安全たより」にて全職

員に報告、周知した。 

   

  インシデント・アクシデント件数       単位：件    

項目／年度 R4 R5 R6 

インシデント 1,229 1,223 1,114 
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項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

アクシデント 9 8 12 

計 1,238 1,231 1,126 

 

○ 医療安全管理に関する研修体制の充実 

· 院内掲示板「MyWeb」やeラーニングを活用した全職員研修を行った。 

· 医療安全推進大会では、各部署の業務改善を作成し、院内掲示板「MyWeb」

を活用し、全職員が閲覧できる方法で行った。各部署の取組みがよく分か

るといった意見が多くあり、インシデントや改善策を周知する良い機会と

なった。            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 院内感染防止対策の充実 

· 新型コロナウイルス感染症クラスターの院内発生に対して、原因を状況判

断し、感染拡大防止策を講じた。 

· 院内感染防止マニュアルの改訂及び感染管理教育を行った。 

 【改訂マニュアル】 

   COVID-19感染対策マニュアル、腸管感染症対策マニュアル、 

 伝染性疾患に係る職員就業制限運用基準 

  感染管理教育の実施状況 

項目／年度 R5 R6 

新入転入職

員研修 

３回 

研修医・看護師・コ

メディカル・事務系

職員（標準予防策・

３回 

研修医・看護師・コ

メディカル・事務系

職員（標準予防策・

項目／年度 
R4 R5 R6 

回数 人数 回数 人数 回数 人数 

医療安全全職員研修会 2 758 2 776 2 693 

医療機器学習会 2 14 - - - - 

薬剤学習会 1 配信のみ 1 316 1 130 

検査学習会 - - 2 559 1 131 

臨時研修会 5 47 2 44 - - 

放射線研修会 - - - - 1 339 

新人研修 10 64 8 74 8 62 
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項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

感染経路別予防策・

職業感染対策） 

感染経路別予防策・

職業感染対策） 

東５階病棟

専用病棟開

設前研修 

 

東５階病棟リンクナ

ースによる部署内研

修会（COVID-19対

応） 

－ 

全体研修会 

（感染症対

策室主催） 

感染対策研修会１ 

「感染症法について

～コロナは５類感染

症って？！」 

個別視聴374人（参

加率99.2％） 

 

感染対策研修会２ 

「厚生労働省令和５

年度院内感染対策講

習会【新型コロナウ

イルス感染症・新興

感染症に関する特別

講習会】WEB受講」 

研修参加122人 

個別視聴・資料閲覧

276人 

（参加率100％） 

 

コメディカル対象の

抗菌薬適正使用研修

会 

１「細菌培養検査の

採取方法」 

２「術後感染予防抗

菌薬適正使用マニュ

アルの紹介」 

感染対策研修会１ 

「厚生労働省令和５

年度院内感染対策講

習会②標準予防策・

感染経路別予防策」 

個別視聴320人 

集合研修40人 

（参加率100％） 

感染対策研修会２ 

「日本環境感染学会

教育ツールVer.4よ

り薬剤耐性菌対策に

ついて」 

個別視聴・資料閲覧

研修参加353人 

（参加率99％） 

 

コメディカル対象の

抗菌薬適正使用研修

会 

１「当院での薬剤耐

性菌の分離状況」 

MyWebによる個別視

聴  

研修参加203人 

（参加率87.12％） 

２「薬剤耐性菌検

査・見方考え方」 



7 

 

項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

研修参加170人 

（参加率79.81％） 

 

グループウ

ェアを利用

した情報発

信 

COVID-19情報       

ミニレクチャー

（SFTS、麻疹） 

百日咳 

 

· ICTラウンドにより、感染対策環境、感染対策実施状況の定期的な点検を行

った。 

【外来部門】 

 室内清掃、整理整頓、手洗い設備管理、個人防護具設置、 

 アルコール手指消毒剤管理、感染性廃棄物管理状況 

【病棟】 

 入院患者の感染症情報周知、汚物処理室管理、点滴作業台環 

 境、感染性廃棄物管理、薬剤保冷庫環境、使用器材管理状況 

· MRSA・CD感染症、COVID-19等の病院内外の感染症流行を受けて、情報共有

と院内体制を確認した。 

· 抗菌薬適正使用支援チームカンファレンスによる事例検討、及び病院内外

への抗菌薬教育により、抗菌薬適正使用に取り組んだ。（国のAMR（薬剤耐

性菌）アクションプランに参画） 

· 手指衛生直接観察の実施、手指消毒自動ディスペンサー増設、手指消毒剤

の個人携帯推進、手指消毒剤使用量モニタリングにより、手指衛生を強化

した。 

 

02 ３ 医療に関する相談体制の充実 

要望・意見等へ迅速な対応ができる組織体制を

充実し、患者から聴取した要望・意見等は、毎週

開催するカンファレンスで検討等行ったうえ、月

１回の医療相談室会議で情報共有する。また各部

門において、検査や薬の相談にも対応する。 

３ 医療に関する相談体制の充実 

 医療に関する相談体制の充実 

· 医療相談室について、医療相談カンファレンスを毎週開催し、職員間で情報

の共有を図るとともに、月１回医療相談室会議を開催し、兼務職員を含めた

全員での情報共有を行った。 

· 医療安全対策部門や患者サービス向上部門とも連携し、患者やその家族から

の医療等に関する相談・苦情や入退院にかかる相談業務に対応した。 

· 問題事象への発展が懸念されるものは、情報を速やかに幹部へ報告すること

を徹底し、組織として初期段階での対応が行えるように取り組んだ。 

Ⅲ   
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項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

· 相談等については、面談中のプライバシーを尊重するなど、個人情報の取り

扱いに十分注意し、患者が安心して相談できるよう努めた。 

 

04 １ 近隣の医療機関との連携強化による紹介率・

逆紹介率の維持・向上 

高度急性期については、飛騨圏域の医療機関と

連携を強化し、効率的で質の高い医療体制を確保

する。 

下呂市立金山病院をはじめとする近隣の医療

機関との連携を強化することで、紹介率（４０％

以上）、逆紹介率（５０％以上）の維持・向上を図

るとともに、地域の医療機関による医療機器の共

同利用や開放型病床の利用拡大に努めるなど、病

病・病診連携を推進する。 

院長等が下呂市医師会の会員であることから、

当院で理事会を開催するなど引き続き協力体制

を維持するなど連携を図る。 

また、下呂市及び下呂市医師会と連携・協力し

て新興・再興感染症感染対策に対応する。 

消防署との情報交換会、ぎふ救急ネットの活用

等により地域の救急医療の充実強化を図る。 

１ 近隣の医療機関との役割分担の明確化と連携強化による紹介率・逆紹介率

の維持・向上 

· 近隣の医療機関との連携強化を推進し、地域診療所（かかりつけ医）と当院

の役割分担（病診連携）に努めた。 

 

○ 紹介率・逆紹介の状況             単位：件          

 項目／年度 R4 R5 R6 

医

科 

紹介率（％） 35.2 38.1 43.8 

紹介実施件数 2,206 2,163 2,291 

逆紹介率（％） 40.2 60.3 56.8 

逆紹介実施件数 3,330 3,891 3,463 

歯

科 

紹介率（％） 42.6 54.3 53.5 

紹介実施件数 290 338 306 

逆紹介率（％） 21.4 32.5 49.6 

逆紹介実施件数 146 203 294 

 

○ 下呂市立金山病院及び小坂診療所との連携 

· 下呂市立金山病院からの手術依頼を受けて、医師を派遣するなどの連携体制

を整えている。                       

【外科医】 外来診療（派遣回数０回）                       

【整形外科医】 手術（派遣回数１回） 

 

○ 新型コロナウイルス感染症診療に関する訪問指導 

· 下呂市立金山病院に対して、訪問指導を４回実施した。 

 （７月11日、９月２日、12月10日、１月24日） 

· 下呂市立小坂診療所、小坂老人保健施設に対して、訪問指導を１回実施し

た。 

（９月27日）             

 

Ⅲ 
 紹介率が少しずつ上昇しているが、

依然低い。 

 

市内の開業医が、人口が少ないがゆ

えに行わない地域で在宅診療を行っ

ている点は、高く評価されます。 

05 １ 新興・再興感染症対策の充実   
医療措置協定に基づく医療機関として、入院患

１ 新興・再興感染症対策の充実 

· 令和６年７月30日に岐阜県と医療措置協定を締結し、感染症発生・まん延
Ⅳ  リハビリテーション件数が増加、特

に心臓リハビリが倍増。 
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項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

者受入れ体制及び外来診療体制の構築に取り組
むとともに職員の感染対策の徹底、ゾーニング管
理によって院内感染防止に取 
り組む。 
 
２ へき地医療の拠点的機能の充実 
地域医療研究研修センターの充実及び診療所

への医療支援を行う。 
また、ドクターヘリの活用等により、高度医療

機関との連携強化を図る。 
 
３ リハビリテーションの推進 
地域リハビリテーションの基幹的な病院とし

て、地域リハビリテーションの普及促進及び人材
育成の役目を継承しつつ、地域包括ケアシステム
を推進する。急性期・回復期・維持期の各段階に
おいて、切れ目なく、連続した幅広いリハビリテ
ーションが適切に提供できるよう、特に次の事項
に重点的に取り組む。 
・急性期から回復期にかけて一貫した多職種連
携による最適なリハビリテーション医療の提
供及び在宅復帰支援 

・多職種連携によるケア会議の充実及び地域包
括支援センターや地域の介護・福祉施設への患
者情報の提供体制の確立 

・リウマチ患者に対する生活指導、相談等を行う
教育入院の実施 

・退院前訪問指導の強化と退院後の生活を見据
えた質の高い住宅環境整備指導の実施 

・手の外科のリハビリテーション、ボトックス治
療後のリハビリテーション及びがん患者の緩
和リハビリテーションの充実 

・高齢の新型コロナウイルス感染症患者の入院
期間中における廃用予防への支援 

・専門的かつ継続的な小児リハビリテーション

時に迅速かつ適格な措置を講ずるための専用病床（最大62床）を確保する

体制を構築した。 

· 看護部看護体制委員会で感染症即応病床開設マニュアル案と病棟ひっ迫時

支援システム案を作成した。 

 

新型コロナウイルス感染症患者受入実績    単位：人  

項目／年度 R4 R5 R6 

受入患者数 338 134 256 

累計患者数 626 760 1,016 

※累計患者数は、受入開始（R２年度）以後の累計患者数 

※各年度末時点 

· 発熱外来を開設し、PCR検査を９件、抗原検査を2,097件実施した。 

· 新型コロナウイルスワクチンの定期予防接種化に伴い、下呂市と業務委託契

約を締結し、住民に対するワクチン接種を毎週金曜日に実施した。（接種人

数：のべ20人） 

 

２ へき地医療の拠点的機能の充実 

· 飛騨南部地域の基幹病院として、不採算部門となりやすい救急・小児・産科

医療の提供維持に努めた。 

· 前年度に引き続き、下呂市が実施する産婦支援事業（産後ケア、産婦健診助

成事業、母乳育児支援事業）に協力した。また、下呂市から引き続き乳幼児

健診業務を受託するなど、地域連携による周産期から、乳幼児期の支援体制

づくりに寄与した。 

 

○ 乳幼児健診等の実施状況 

· ４ヶ月児健診  14回、100人 

· １歳６ヶ月健診及び歯科健診は、新型コロナウイルス感染症の予防対策によ

り、別会場での実施となったため、当院での実施は中止している。 

 

３ リハビリテーションの推進 

○ リハビリテーションの実施状況          単位：人 

項目／年度 R4 R5 R6 

実人数 26,754 31,193 41,881 

疾患別リハ実施数 84,820単位 83,694単位 86,302単位 
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項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

の充実 
・嚥下造影検査（ＶＦ）・嚥下内視鏡検査（ＶＥ）
を活用した摂食機能療法の充実 

・心臓リハビリテーションの提供体制の継続と
発展 

 
４ 「生活の場の医療」の提供等による地域包括
ケアシステムの推進 
「生活の場の医療」の提供として、この地域で

提供可能な急性期医療を推進するとともに、在宅
復帰支援病棟（地域包括ケア病棟・回復期リハビ
リテーション病棟・療養病棟）を有効活用するこ
とにより、在宅復帰支援の充実を強化し、医療依
存度の高い在宅療養患者を在宅患者支援病床と
して在宅医とともに介護負担軽減も含め支援す
る。 
・地域連携室の充実、在宅復帰及び在宅療養の支
援に向けた関係機関との連携強化 

・終末期医療体制の充実及び介護老人保健施設
等との連携による看取りの推進 

・認定看護師など専門性の高い能力を活用した
在宅療養支援の充実 

・緩和部会を中心とした、アドバンス・ケア・プ
ランニング（ＡＣＰ）の理解の深化 

・緩和外来の実施 
・訪問看護ステーションや施設との連携による
在宅療養患者への支援 

・ストーマ外来や褥瘡外来における患者への生
活指導の実施 

・排尿自立支援チームによる病棟ラウンドの実
施など在宅療養へのスムーズな移行への支援 

・オストメイト（ストーマ保有者）患者会との連
携や勉強会の実施など在宅サポートの充実 

・摂食嚥下支援として摂食機能評価や機能療法
の充実及び地域との連携 

 

○ 各種認定資格等の取得を推進し、リハビリテーションの充実 

· 早期離床の推進、及び退院後の生活を見据えた住環境整備等の指導に当たっ

た。令和６年度はリハビリ退院前後の訪問指導を35件行った。 

  

 認定資格等取得者数               単位：人                     

項目／年度 R4 R5 R6 

呼吸認定療法士  4 4  4  

早期離床アドバイザー 1 0 0 

福祉住環境コーディネーター 20 18 19 
  ※R５年度:理学療法士、作業療法士、言語聴覚士 計26人 

 ・認知症ケア専門士２人  ・終末期ケア専門士１人 

 ・認定褥瘡理学療法士１人 ・岐阜県糖尿病療養指導士１人 

 ※各年度末累計 

 

○ 疾病、病状に応じたきめ細やかなリハビリテーションの実施 

  リハビリテーション患者実数       単位：人 

項目／年度 R4 R5 R6 

小児リハビリ 67 64 63 

手外科リハビリ     35 57 48 

心臓リハビリ － 21 44 

 

４ 「生活の場の医療」の提供等による地域包括ケアシステムの推進 

· 令和６年度における在宅復帰率は、回復期リハビリテーション病棟及び地域

包括ケア病棟においては、施設基準に定める７割以上を達成した。 

 

病棟別在宅復帰率               単位：％ 

 

 

 

 

※東４階は療養病棟だが、内18床を地域包括ケア病床、残り20床を療養病床として運用。 

 

○ 関係機関との連携強化 

· 病棟管理・運営委員会において、地域連携室の退院調整活動、入退院支援

病棟 
回復期リハビリ

テーション病棟 

地域包括ケア病棟 療養

病棟 東４階 西４階 

復帰率 96.1  84.3 84.9 93.8 
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項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

・認定看護師から最新情報をホームページへ掲
載、地域からの相談の積極的な受入れなど在宅
療養支援の充実 

 
５ 地域性を踏まえた予防医療の推進 
総合健診センターについて感染予防対策に万

全を期すことを前提としながら、次のような取組
を行う。 
・新健診システムの適切な運用 
・下呂市及び岐阜県などと連携したがん検診の
精度管理の向上 

・総合健診センターが用意している健診コース
等が広く利用されるためのＰＲ 

・生活習慣病の発症予防と重症化予防及び禁煙
支援の推進 

・健診受診後の特定保健指導（ｗｅｂ方式を含
む）等での働きかけや精密検査の受診勧奨など
のきめ細かい事後対応 

に関わる算定状況の報告、各病棟の機能に応じた運用の協議を行った。令

和６年度は委員会を12回開催した。 

· 施設における看取り支援については、現在は２施設と連携している。令和

６年度の看取り希望者は22人、看取り対象者は20人であった。 

 

○ 地域連携室による地域との連携 

· 退院調整業務件数は年度ごとに実施件数の増減はあるものの、引き続き安

定した実施が図られている。 

 

 退院調整業務件数         単位：件      

 

 

 

· 地域の特性である独居や高齢者世帯の増加、認知症患者の増加等により施設

入所を希望される患者・家族が増加してきている。また、転院相談の増加に

伴い転院の入院件数（調整）も増加している。このような現状を踏まえなが

ら、地域連携室の機能を強化し、在宅復帰、在宅療養への支援を引き続き行

っていく。 

 

○ 認定看護師など専門性の高い能力を活用した在宅療養支援の 

 充実 

· 緩和ケア外来件数      10件 

· ストーマ外来受診患者数   延べ161人 

· 褥瘡外来受診患者数     延べ182人 

· 排尿自立介入患者     

    患者数９人、ラウンド回数14件、算定件数14件、 

退院後外来フォロー３人（33.3％） 

· 摂食機能療法算定      277人、2,832件 

· 摂食嚥下支援カンファレンス ２人、15件 

· 摂食嚥下評価入院受入    １件 

 

○ 訪問看護ステーションや施設との連携による在宅療養患者へ  

 の支援 

【緩和ケア】 

R4 R5 R6 

12,109 12,519 10,570 
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項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

· 訪問看護師とは介入患者への支援を通じ、電話、メール、ケア会議等で連

携している。 

          令和６年度連携：41件 

【ストーマ・創傷（褥瘡）】 

· ストーマ   令和６年度連携：44件 

· 創傷（褥瘡） 令和６年度連携：37件 

· オストメイト（ストーマ保有者）患者会との連携・勉強会について、施設入所

や患者の死亡により対象者がいなくなったため、令和２年度以降は実施してい

ない。 

 

５ 地域性を踏まえた予防医療の推進 

· 新型コロナウイルス感染症の状況を注視し、感染予防に万全を期すことを前

提としつつ、開始時期は例年どおり４月第２週目からとして、健診業務を進

めた。 

· 受診者数については、企業健診等の受診者の減少があったが、全体として

5.8％増加した。 

· 下呂市の健診については、平成26年度以降、当院で旧下呂町（６地区）の住

民健診を実施し、平成 28 年度からは乳がん、前立腺がん検診を受託するな

ど、健康診断受診率の向上と予防医療の推進を図っている。令和６年度のが

ん検診の受診件数については3,257件と、前年度（3,205件）と比較して増

加した。 

 

 総合健診センター受診者数             単位：人       

項目／年度 R4 R5 R6 

１日ドック 1,259 1,432 1,678 

１日＋MRI 46 37 36 

生活習慣病予防健診 2,095 2,087 2,400 

下呂市がん検診 1,924 1,556 1,636 

下呂市特定・すこやか健診 529 573 604 

定期健診（下呂温泉病院、下

呂看護専門学校） 
634 673 380 

下呂市肝炎ウィルス検査 42 48 60 

その他（企業健診他） 703 809 839 
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項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

合計 7,232 7,215 7,633 

 

 検査別受診者数                単位：人  

項目／年度 R4 R5 R6 

脳MRI 94 119 111 

胸部CT 96 86 111 

腹部CT 102 84 109 

全身MRI・CT 22 19 11 

大腸CT 0 1 0 

もの忘れドック 3 2 2 

計 317 311 344 

 

  健康診断収益の推移         単位：千円（税抜） 

項目／年度 R4 R5 R6 

収益金額 102,499 110,761 124,323 

 

· 特定保健指導について、当日の初回面談をスムーズに行うため、前日の情報

収集により対象者を予測し、採血結果を優先的に出すとともに、指導の必要

性の説明を強化した結果、前年度と比較して、全体の実施件数・収益ともに

上昇した。 

· 保険者別の特定保健指導実施率は、全ての項目で前年度と比較して上昇して

いる。教職員については、オンラインによる遠隔指導の実施により堅調に推

移しており、協会けんぽ（全国健康保険協会）については、初回面談を積極

的に行ったことで、３年連続で実施率が上昇している。 

 

 特定保健指導実績         単位：件・千円（税抜） 

項目／年度 R4 R5 R6 

実 数 153 221 241 

収益金額 2,803 3,927 3,929 

  ※収益金額：「健康診断収益」に含まれている。 

   

 特定保健指導実施率             単位：％ 

項目／年度 R4 R5 R6 
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項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

県職員 90.9 93.3 100.0 

県警察職員 100 83.3 100.0 

教職員 79.3 81.8 88.9 

協会けんぽ 45.9 68.8 72.5 

市町村職員 68.8 85.0 88.9 

 

· 令和３年度から協会けんぽ（全国健康保険協会）から「健診実施機関による

未治療者への受診勧奨業務」を受託。生活習慣病予防健診の結果、要治療と

判定されながら医療機関を受診していない未治療者に対し受診を勧奨し、重

症化予防に取り組んだ。（令和６年度末で受託終了） 

· 令和６年10月からは「健診結果通知後の要治療者等に対する受診勧奨業務」

を開始。生活習慣病予防健診の結果に基づき、健診結果の通知後に、服薬中

又は受診済みの者を除く対象者へ受診を勧奨し、重症化予防に取り組んでい

る。 

 

未治療者への受診勧勧奨     単位：件・千円（税抜） 

項目／年度 R4 R5 R6 

受診勧奨件数 36 61 57 

収益金額 80 135 113 

※収益金額：「健康診断収益」に含まれている。 

 

要治療者等に対する受診勧奨   

   単位：件・千円（税抜） 

項目／年度 R6 

受診勧奨件数 75 

収益金額 150 

※収益金額：「健康診断収益」に含まれている。 

 

· 禁煙支援の推進として、令和６年６月に禁煙外来を開設し、禁煙指導や禁煙

補助薬等による治療を行っている。初年度は 28人が受診し、19人が治療終

了。禁煙達成率は88.2％であった。 

 

  禁煙外来受診実績 
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項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

単位：人・千円（税抜） 

 

 

 

 

禁煙達成率           単位：人・％ 

項目／治療結果 禁煙成功 禁煙失敗 

治療終了者数 17 2 

禁煙達成率 88.2 11.8 

 

○ 下呂市歯科健診・検診受診者数         単位：人          

項目／年度 R4 R5 R6 

ぎふ・さわやか口腔健診 10 11 17 

歯周疾患検診 5 2 2 

妊婦歯科検診 0 5 1 

  

項目／年度 R6 

受診者数 28 

収益金額 431 

09 １ 医学生、看護学生及びメディカルスタッフを
目指す学生の実習受入れ 
看護学生の病院実習の受入体制を充実すると

ともに、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、
薬剤師、管理栄養士、診療放射線技師、臨床検査
技師等のメディカルスタッフを目指す学生を積
極的に受け入れる。 
下呂市内の中学校が企画する医療職を志望す

る生徒のための職場体験に協力する。 
県内の中高生を対象とした「ふれあい看護体

験」及び看護学生を対象とした「インターンシッ
プ」を開催する。 
 

 Ⅳ  医学生の実習受入れの開始は大変よ

いと考えます。 
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項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

10 １ 地域医療水準の向上 
二次救急医療体制の課題検討のため、下呂市及

び中津川市消防本部と当院医師及びメディカルス
タッフとの情報交換会を開催し、症例発表や講演
会を通じた地域メディカルコントロールの連携強
化を図るとともに、当院に救急搬送することがあ
る可茂消防事務組合（東白川村）などとの連携に
ついても検討する。 
岐阜県メディカルコントロール協議会、飛騨支

部協議会及び研修会等に参加し、救急医療の向上
に努めるとともに、飛騨支部感染防止部会に参加
し、共同して病院前救護における感染対策活動に
取り組む。 
さらに、病診連携を推進し、開業医との情報交

換を積極的に行うとともに、医療機器の共同利用
や開放型病床の利用促進により地域医療の向上を
図る。 
 
３ 地域医療に携わる医師の養成 
岐阜大学医学部附属地域医療医学センター及び

岐阜県総合医療センターと連携し、地域医療に携
わる医師の養成に取り組む。 

１ 地域医療水準の向上 

· 地域医師会との情報交換会を原則第１木曜日に実施し、地域開業医との連

携を図るとともに、下呂市医師会主催の学術講演会において当院の医師が

座長・演者を務めるなどしている。 

· 二次医療体制の課題検討のため、下呂市及び中津川市消防本部との情報交

換会を開催。症例発表や講演会を通して地域メディカルコントロールの連

携を強化し、救急医療体制の充実強化を図った。なお、令和３年度以降、

コロナ禍対策のため、参加人数の抑制を行い、中津川市消防本部の隊員の

参加は見合わせていたが、今年度からWebを利用することにより、下呂市

の各消防署や中津川市消防本部の隊員のリモート参加ができるようになっ

た。 

· 岐阜県メディカルコントロール協議会飛騨支部の感染防止部会に感染管理認

定看護師が参加し、共同して病院前救護における感染対策活動を行ってい

る。 

· 定例会議：２回（６月21日、１月10日） 

· 感染防止マニュアル改訂 

· 下呂消防署（北消防署、小坂分署）の訪問指導：９月18日 

  

○ 高度医療機器の地域開業医等の共同利用状況  単位：件 

項目／年度 R4 R5 R6 

MRI 131  109 104 

CT  17  19  13 

心エコー   0 0 0 

頸動脈エコー  0 0  0 

計 148 128 117 

 

○ 開放型病床の導入 

· 医療資源の有効な活用と地域連携の推進を目指し、地元医師会及び歯科医

師会等の協力のもと、平成24年度から開放型病床５床を運用しており、地

域のかかりつけ医と当院の主治医と共同で治療を行うことにより、患者に

とって安心できる医療の提供が図られている。 

 

  開放型病床利用実績            単位：人 

項目／年度 R4 R5 R6 

Ⅲ   
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項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

利用者数（実人数）  45 48  32 

利用延べ人数 493 453 288 

 

３ 地域医療に携わる医師の養成 

· 新型コロナウイルス感染症の状況を注視し、感染予防に万全を期すことを

前提としつつ、前年度に引き続き下呂市のがん検診等を受託し、へき地医

療拠点病院として地域医療を支援した。 

 

○ 下呂市がん検診等の受診者数:【No.05再掲】 単位：人 

項目／年度 R4 R5 R6 

下呂市がん検診 1,924 1,556 1,636 

下呂市特定・すこやか健診  529   573 604 

下呂市肝炎ウイルス検査 42 48 60 
 

15 １ 新型インフルエンザ等発生時における受入

れ体制の整備 

指定地方公共機関として、新型インフルエンザ

等対策特別措置法及び業務計画に定めるところ

により、岐阜県、関係市町及び医療機関と相互に

連携･協力し、新型インフルエンザ等対策の実施

に努める。 

また、新型コロナウイルス感染症の対応経験も

踏まえ、業務計画の定期的な見直しなどにより、

感染拡大時の診療継続と院内感染防止対策に取

り組む。 

外来診療の継続と入院患者受入れのため必要

な物資及び資材の備蓄・整備・点検並びに施設及

び設備の整備・点検を実施する。 

 

１ 新型インフルエンザ等発生時における受入れ体制の整備  

· 令和６年７月 30 日に岐阜県と医療措置協定を締結し、感染症発生・まん延

時に迅速かつ適格な措置を講ずるための専用病床（最大 62 床）を確保する

体制を構築した。【No.５再掲】 

新型コロナウイルス感染症患者受入実績【No.05再掲】単位：人  

項目／年度 R4 R5 R6 

受入患者数 338 134 256 

累計患者数 626 760 1,016 

※累計患者数は、受入開始（R2年度）以後の累計患者数 

※各年度末時点 

 

· 国や岐阜県から支給された個人防護具を有効に活用するため、種類、数量を

細かく在庫管理し、適正使用につなげるとともに、支給要望の照会に対応し

た。 

· 飛騨地域新型インフルエンザ等感染症対応訓練（10月11日）に参加した。 

Ⅳ 

 

 全室個室のメリットを生かし、少な

い従業員にもかかわらず、新興感染

症受け入れ態勢をとっているのは高

く評価できます。 

22 １ 調達の効率化及び適正な契約事務の実施 

複数年契約などの多様な契約手法の導入によ

り、契約事務の合理化を図る。 

また、より有利な契約交渉を実践していくため

１ 調達の効率化及び適正な契約事務の実施 

· 部門長及び実施業者と内容及び必要性を精査しつつ、保守委託契約とスポ

ット保守の比較検討を進めた。 

· 引き続き、比較・分析を継続の上、複数年契約等も含めた有利な契約方針

Ⅲ   
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項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

に、地域に隣接する他病院との共同購入体制の可

否等を検討・協議する。 

さらに、既に締結した保守契約については、委

託期間、委託内容及びその方法を再度検証し、病

院全体として支出を抑えていくよう精査を行う。 

を決定していく必要がある。 

· 電気需給契約について、燃料費単価は上昇しているものの、国及び電力会

社の負担軽減策により、電気料金は前年度と同程度を維持した。 

 

               単位：千円（税込）          

項目／年度 R4 R5 R6 

電気料金 
126，

846 
99,564 103,527 

 

· 医療機器のメンテナンス費用（保守委託）については、前年度に引き続

き、内容及び必要性を精査し、スポット契約への切り換え等により経費削

減に努めている。 

 

· 次の維持管理業務については、３年間の複数年契約を締結しており、引き

続き経費の節減に努めている。 

 警備業務、機械、監視室等保全管理及び電話交換業務、 

   建物清掃委託業務、給食業務、臨床検査業務 

 

23 ２ 人間ドック等の着実な受入れ 

感染予防対策に万全を期すことを前提としな

がら、人間ドックや下呂市健診・検診を始め健康

診断の計画的かつ着実な実施に努める。 

 Ⅲ  人間ドックの受け入れは順調に増加

しているので、よいと思います。おそ

らく、市民を対象にしていると思い

ますが、せっかく下呂温泉という有

名な温泉があるので、下呂温泉の利

用者・宿泊者に対する人間ドックを

始めては如何か。 

 

24 １ 医薬品・診療材料等の購入方法の見直し及び

適正な在庫管理の徹底 

医薬品・診療材料及び消耗品については、物流

管理システムによる在庫管理を徹底する。加え

て、新規品目採用時には、原則として類似品目を

廃止することで、費用の節減を図る。 

医薬品・診療材料の採用については、各部署・

１ 医薬品・診療材料等の購入方法の見直し及び適正な在庫管理  

 の徹底 

· 医薬品・診療材料における物流システム、給食材料における栄養管理システ

ムの活用により重複購入・期限切れによる廃棄物品の削減など適正在庫の実

現と在庫圧縮を進め、費用節減に努めたほか、より安価な物品の発掘など、

類似物品の切り替えに努めた。 

 

○ 医業収益に対する材料費比率     単位：％ 

Ⅲ   
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項目 

№ 
Ｒ６年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

    ・その他の主な取組 

   ・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 

評価 

提案 
意見 

事務局が一体となって採用品目を協議検討し、効

率が悪く費用対効果の少ない品目については、積

極的に各委員会にて採用変更を諮り、費用の削減

を図る。医薬品、診療材料の新たな契約価格の削

減を図り、特に償還価格を超える材料についてメ

ーカー交渉、採用材料の見直し等によりその解消

に努める。 

 

項 目 R4 R5 R6 

薬品費 8.3 8.9  8.2 

診療材料費 5.2 6.0 5.9 

給食材料費 0.9 1.0 1.2 

材料全体 14.4 16.0 15.3 
 

25  業務運営の改善及び効率化に関する目標を達

成するための取組で定めた計画を確実に実施す

ることにより、業務運営の改善及び効率化を進め

るなどして、中期目標期間の各年度の損益計算に

おいて、減価償却前収支の黒字化を早期に達成

し、中期目標期間の最終年度までに経常収支比率

１００％以上、医業収支比率１００％以上及び職

員給与費対医業収益比率７５％以下を達成する。 

 

 
Ⅱ  人件費比率が100％超であり、人件費

など含めて要検証です。 

 

アウトソーシングをして、合理化を

図っているが、それに伴いもともと

院内でその業務を行っていた人の経

費はどうなっているでしょうか？ア

ウトソーシングしたら、関連する人

件費を減少させて、検討しなければ

ならないと思います。 

 

 


